
　

四
国
遍
路
は
、
徳
島
県
・
高
知
県
・

愛
媛
県
・
香
川
県
の
４
県
か
ら
な
る

四
国
を
全
周
し
て
、
空
海
（
弘
法
大

師
）
ゆ
か
り
の
88
か
所
の
霊
場
を
巡

る
、
全
長
１
４
０
０
㌔
に
及
ぶ
巡
礼

路
で
す
。

　

遍
路
道
は
本
来
、
巡
礼
専
用
に
設

定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
地
域
の

人
々
の
生
活
道
や
農
道
・
林
道
な
ど

が
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
そ
の
時
々
の
地
域
社
会
の
中
で
遍

路
道
は
維
持
管
理
さ
れ
て
お
り
、
札

所
を
巡
る
お
遍
路
を
迷
う
こ
と
な
く

導
い
て
き
た
道
標
や
丁

ち
ょ
う
せ
き石

（
※
）
が

現
在
も
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
地
域
住
民
の
「
お
接
待
」
と
呼
ば

れ
る
風
習
が
今
も
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
長
い
歴
史
を
超
え
て
地
域
と
共

存
し
て
き
た
、
四
国
が
世
界
に
誇
る

生
き
た
文
化
遺
産
で
す
。

※
丁
石
…
１
丁
ご
と
に
路
傍
に
立
て

て
、
道
の
り
を
し
る
し
た
石

四
国
遍
路

伊
予
遍
路
道

（
国
指
定
史
跡
）

三
さ

ん

か

く角
寺じ

奥
お

く

之の

院
い

ん

道
み

ち

国
の
史
跡
に
指
定

　

昨
年
の
10
月
13
日
、
本
市
の
四
国

八
十
八
箇
所
霊
場
第
65
番
札
所
三
角

寺
（
金
田
町
）
か
ら
奥
之
院
仙
龍
寺
（
新

宮
町
馬
立
）
を
経
て
、
第
66
番
札
所
雲

辺
寺
（
徳
島
県
三
好
市
）
に
至
る
遍
路

道
の
一
部
「
三
角
寺
奥
之
院
道
」
が
国

の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
予
遍
路
道
で
は
宇
和
島
市
の

「
仏ぶ

つ
も
く木

寺じ

道み
ち

」
西
条

市
の
「
横よ

こ
み
ね峰

寺じ

道み
ち

」

に
続
い
て
の
指
定

と
な
り
ま
し
た
。

世
界
遺
産
登
録

　

千
年
を
超
え
て
地
域
と
共
存
し
、
継

承
さ
れ
て
き
た
日
本
の
代
表
的
な
文

化
遺
産
で
あ
る
四
国
遍
路
文
化
を
後

世
へ
確
実
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
、

本
市
を
含
め
現
在
四
国
４
県
の
官
民

が
一
体
と
な
り
「
『
四
国
八
十
八
箇
所

霊
場
と
遍
路
道
』
世
界
遺
産
登
録
推
進

協
議
会
」
（
４
県
58
市
町
村
・
８
地
方

支
分
部
局
・
３
大
学
・
１
霊
場
会
・
11

経
済
団
体
・
12
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
登
録
）

を
設
立
し
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し

た
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

三
角
寺
奥
之
院
道
に
つ
い
て

○
三
角
寺
と
奥
之
院
仙
龍
寺

　

そ
れ
ぞ
れ
の
寺
伝
に
よ
る
と
、
三

角
寺
は
聖
武
天
皇
の
勅ち

ょ
く
が
ん願

に
よ
り

行ぎ
ょ
う
き基

が
開
創
し
た
と
さ
れ
、
弘
仁
６

年
（
８
１
５
年
）
に
空
海
（
弘
法
大

師
）
が
訪
れ
、
三
角
の
護
摩
壇
を
築

い
て
21
日
間
修
法
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
奥
之
院
は
弘
仁
６

年
（
８
１
５
年
）
に
空
海
が
同
地
を

訪
れ
岩
窟
で
修
行
し
、
自
身
の
姿
を

彫
刻
し
て
本
尊
と
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

「
四
国
遍
路
道
指
南
」
（
１
６
８
７

年
）
な
ど
に
よ
る
と
、
三
角
寺
に
は

大
師
堂
が
な
く
、
奥
之
院
本
堂
が
三

角
寺
の
大
師
堂
と
み
な
さ
れ
弘
法
大

師
信
仰
が
定
着
す
る
な
か
で
、
三
角

寺
と
奥
之
院
は
一
体
的
に
認
識
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。



途
中
の
「
後
藤
玄
哲
坂
」
は
特
に
勾

配
の
き
つ
い
九つ

づ

ら

十
九
折
り
の
道
を
、

後
藤
玄
哲
（
江
戸
時
代
の
川
之
江
の

医
師
）
が
整
備
し
、
美
し
い
石
畳
が

敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

三
角
寺
か
ら
奥
之
院
ま
で
の
距
離

は
約
４
・
３
㌔
で
、
国
の
史
跡
に
指
定

さ
れ
た
の
は
こ
の
う
ち
の
約
３
・
８
㌔

で
す
。

　

弘
法
大
師
の
伝
承
地
の
札
所
か
ら
、

離
れ
て
大
師
堂
が
設
け
ら
れ
る
と
い

う
大
師
信
仰
の
深
化
を
示
す
事
例
と

し
て
、
四
国
遍
路
の
歴
史
上
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
道
で
あ
り
、
古
道

の
状
態
も
よ
く
残
り
、
歴
史
の
道
と

し
て
文
化
財
的
価
値
は
高
い
と
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
一
部
危
険
な
箇
所
も
あ
り
、

こ
の
道
を
歩
く
人
は
わ
ず
か
で
す
が
、

市
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
文
化
財
を

み
ん
な
で
一
緒
に
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

28
・
６
０
４
３

こ
の
遍
路
道
を
毎
日
の
よ
う
に
歩
い

て
い
る
方
々
の
お
話

　

年
間
約
３
０
０
日
、
こ
の
遍
路
道
を

歩
い
て
い
ま
す
。

　

自
身
の
健
康
の
た
め
に
と
、
こ
の
遍

路
道
を
歩
い
て
い
る
う
ち
に
み
な
さ
ん

と
知
り
合
い
、
友
だ
ち
に
な
り
ま
し

た
。
歩
い
て
い

て
気
が
つ
い
た

時
に
は
後
日
ク

ワ
や
ノ
コ
ギ
リ

を
持
っ
て
行
き
、

遍
路
道
の
補
修

な
ど
を
し
て
い

ま
す
。　

三
角
寺
住
職
の
お
話

　

年
間
約
10
万
人
の
参
拝
者
が
来
ら
れ

ま
す
が
、
危
険
な
箇
所
も
あ
る
た
め
、

山
歩
き
に
慣
れ
て
い
な
い
方
に
は
こ
の

遍
路
道
は
お
勧
め
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
遍
路
道

の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ら
を
後
世
へ
残
す
こ
と
、
ま
た
地

域
経
済
発
展
の
た
め
に
は
大
変
す
ば

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

○
三
角
寺
奥
之
院
道
の
魅
力

　

前
述
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
三
角
寺

を
参
り
、
次
い
で
仙
龍
寺
に
寄
っ
て

か
ら
、
次
の
札
所
雲
辺
寺
に
向
か
う

多
く
の
お
遍
路
が
通
っ
て
い
た
道
で

す
。

　

遍
路
道
上
に
は
、
享
保
年
間
・
宝

暦
年
間
に
設
置
さ
れ
た
、
三
角
寺
か

ら
奥
之
院
ま
で

の
距
離
を
示
す

「
丁
石
」
が
数

多
く
残
っ
て
い

ま
す
。

　

三
角
寺
か
ら
地
蔵
峠
付
近
ま
で
は

杉
や
ヒ
ノ
キ
の
植
林
地
帯
と
通
常
の

山
道
が
ひ
た
す
ら
続
き
ま
す
が
、
地

蔵
峠
か
ら
奥
之
院
ま
で
の
道
は
、
古

く
に
整
備
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
石

積
み
の
階
段
や
石
畳
の
道
を
多
く
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
蔵
峠
か
ら
は
法
皇
山
脈
を
下
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
途
中
「
桜
馬

場
」
と
呼
ば
れ
る
傾
斜
地
に
「
馬
場

の
桜
」
（
市
指
定
天

然
記
念
物
）
と
い
う

樹
齢
推
定
２
０
０
年

と
い
わ
れ
る
桜
の
大

樹
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
下
っ
て
い
く
と

奥
之
院
境
内
地
入
り
口
の
不
動
堂
に

入
っ
て
い
き
、
雲
辺
寺
道
へ
の
分
岐

点
も
あ
り
ま
す
。

　

不
動
堂
か
ら
奥
之
院
へ
の
急
勾
配

の
坂
道
は
「
八
丁
坂
」
と
呼
ば
れ
、

四国霊場第 65 番
高野山真言宗別格本山三角寺

住職　河村真
ま さ ひ さ

尚さん

【
写
真
】
右
か
ら

友
田
さ
ん
、
石
村

さ
ん
、大
久
保
さ
ん
、

佐
津
間
さ
ん

　

「
開
運
厄
除
」
「
虫
除
五
穀
豊
穣
」
の

　

お
寺
と
し
て
慕
わ
れ
る
奥
之
院
仙
龍
寺

　

本
尊
は
「
厄
除
観
音
」
「
子
安
観
音
」

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
三
角
寺

注
意　

こ
の
遍
路
道
を
歩
く
場
合
は

登
山
靴
や
杖
（
登
山
用
）
な
ど
十
分

な
装
備
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市内の遍路道

三角寺奥之院道案内図

▲三角寺から地蔵峠まで

　は木立の中を抜ける登

　り坂の遍路道が続く

松山道

松
山
道

三島川之江 IC
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●

●奥之院仙龍寺

三角寺

国の史跡として
指定された範囲

（3.8 ㎞） 地蔵峠●

▲三角寺へのアクセスマップ

　（市観光協会に常備して配布）


